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はじめに

葉祥明、本名葉山祥明、1946年熊本県熊本市
に生まれた。1973年絵本『ぼくのべんちにしろい
とり』（至光社）でデビュー以来、絵本作家、画家、
詩人として活躍してきた。
葉祥明の絵は、淡い青、緑、黄、ピンクなどの

柔らかい色使いで、広大な自然（草原や空、海）
の美しさ、雄大さを描きだす一方、後ろ姿あるい
は横姿で小さく描かれている人物（動物）やモノ

が、大自然と一体感を持って風景に溶け込んでい
くような手法が特徴である。彼が描きだした「美
しい」、「暖かい」、「優しい」世界は、老若男女を
問わず幅広い人気を博している。彼の作品は、日
本郵政省記念切手やはがきの挿絵として採用さ
れ、また、絵本は日本国内外で数多くの受賞歴を
有するなど、日本を代表する絵本作家・画家のひ
とりである。さらに彼の絵本は、英、仏、韓、中
などの言語にも訳されており、海外でも高い人気
を得ている。

張 玉玲

Zhang Yuling

「美」を以て「醜」を制す
絵本作家・画家葉祥明のコスモロジー

Artist Shomei Yoh’s Cosmology: 
An Analysis of His Personal Story 
and Works

中国系移民が形成する社会と文化を研究してきた筆者が、華僑であり日本の絵本作家である葉
祥明の世界観を探る。社会的な題材をなぜ、どのように、絵本で描くのか。そのオーラル・ヒス
トリーを手掛かりとして考える。
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その一方で、葉祥明は40歳を過ぎてから、原
爆や環境破壊、暴力、貧困など地球規模の社会
問題を題材とする数多くの作品を積極的に制作
してきた（*1）。美しく優しいイメージの「葉祥明の
世界」と一見相反するようなこれらの作品におい
て、葉祥明は、絵本作家・画家として、何を伝え
ようとし、何を目指そうとしているのか。
絵本は、文字通りに絵と文字の両方から構成さ
れ、友情や愛情、協調性、共感性など子どもの人
間形成や対人関係の発達に大きな影響を与える媒
体である。しかし、谷本らによれば、絵本研究
は、もっぱら保育や教育の道具という観点から、
児童文学の周辺の分野として認知された段階を経
て、ようやく1997年に絵本学会の創設をもって、
児童文学や美術の枠組みを超越した独自な方法
論が展開されはじめた「新しいジャンル」となっ
た（*2）。日本の絵本研究は欧米に後れを取ってお
り、その中でも特に絵本作家についての研究が少
ない。彼らへのインタビューを記載する雑誌記事
は散見する（*3）が、作家自身の経歴も含め、彼ら
を取り巻く社会的、文化的背景と結びつけてその
作品を多角的に分析するという試みは、ほとんど
行われていない。絵本研究は「ひとつの専門領域
でカバーすることは難しく、研究には複合的な視
点が要求され」（*4）るからこそ、今後、学際的視点
を用いるなど、研究を積み重ねる余地がある分野
でもある。本稿では、絵本作家葉祥明の、特に戦
争や環境問題などの社会問題を題材とする絵本に
着目し、彼の生い立ち、経歴および同時代の絵本
創作と結びつけながら、葉祥明のコスモロジーの
形成とその特質について考察を試みる（*5）。

葉祥明の平和絵本と「葉祥明世界」

戦争、暴力、公害、貧困、災害などは、一貫し
て文学や絵画などの分野で表象されてきた対象で
あり（*6）、子ども向けの絵本作品においても主要
題材の一つである。葉祥明による作品を分析する
前に、まず近年日本における「平和」を描く絵本
（以下「平和絵本」とする）の動向を見ておこう。

「平和」、そして「いのちの尊さ」を伝える絵本

近年、各地で続く戦争や紛争、テロそして環境
破壊が進行する中、日本を代表する絵本作家によ
る「平和」や「いのち」などを題材とする作品が多
く出版され、その原画展も各地の美術館で行われ
るなど、活発な様相を呈している。
2003年に米国がイラク侵攻を始めたことに対

し、戦争を反対し平和を訴えようと、田畑精一、
和歌山静子など日本を代表する絵本作家103名が
協力して制作した絵本『世界中のこどもたちが
103』（平和を作ろう！絵本作家たちのアクショ
ン著、講談社、2004年）が2004年に出版され、
2005年5月17日～6月29日にピースおおさかで原
画展が行われた。2008年に、「平和あっての子ど
もの本」を合言葉に絵本作家、画家および編集者
によって「子どもの本　九条の会」が設立され、
平和へのメッセージを発信する原画展などが開催
されてきた。2015年に、「戦争なんか大きらい！
～絵描き達のメッセージ展」の巡回展が東京を始
め全国28カ所で行われたのち、2018年に絵本『戦
争なんか大きらい！：絵描きたちのメッセージ』
（大月書店）が出版された。
さらに、『世界中のこどもたちが103』の刊行後、
田畑精一ほか4名の絵本作家の呼びかけで、中国、
韓国の絵本作家8名も加わり、世代、民族、国境
を超えた共同制作「日中韓平和絵本」シリーズが
企画された。2020年11月現在10冊が出版され（童
心社、（表2作品No.3-12））、大きな反響を呼んでいる（*7）。

絵本作家個人による作品も多く制作されてい
る。長谷川義史による『ぼくがラーメンたべてる
とき』（2007年、教育画劇）、『へいわってすてき
だね』（安里有生文、2014年、ブロンズ新社）、谷
川俊太郎の詩が絵本となった『せんそうしない』
（江頭路子絵、2015年、講談社）、『へいわとせん
そう』（Noritake絵、2019年、ブロンズ新社）など
が挙げられる。
戦争や貧困以外にも、環境保全や動物愛護など

地球規模の様々な問題を伝えようとする絵本が数
多く出版されている。こうした絵本制作や作家た
ちの取り組みは、戦後から日本で脈々と続いてき
た平和運動の一環として捉えることが出来、そこ
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作品No. 作品名 出版年 出版社

1 『ぼくのべんちにしろいとり』 1973年 至光社
2 『ぼくのあおいほし』 1989年 偕成社
3 『あいのほし　地球黙示録』 1994年 偕成社
4 『そらのむこうに』 1994年 瑞雲社
5 『リトルブッダ』 1996年 佼成出版社
6 『サニーのおねがい　地雷ではなく花をください』 1996年 自由国民社
7 『夢につばさを─世界中の子どもたちに』 1997年 金の星社
8 『ひかりの世界』 1997年 佼成出版社
9 『続 地雷ではなく花をください』 1997年 自由国民社
10 『続々 地雷ではなく花をください』 1998年 自由国民社
11 『ありがとう 地雷ではなく花をください』 1999年 自由国民社
12 『ひとりじゃないよ─21世紀に生まれてくる子どもたちへ』 2000年 金の星社
13 『あの夏の日』 2000年 自由国民社
14 『しあわせってなあに？』 2001年 自由国民社
15 『じゆうのつばさ』 2001年 国土社
16 『心を込めて　地雷ではなく花をください』 2002年 自由国民社
17 『ASO～阿蘇、ぼくの心のふるさと』 2005年 佼成出版社
18 『The Art of Shomei Yoh』 2010年 アートプリントジャパン
19 『美しい朝に』 2011年 自由国民社
20 『あのひのこと』 2012年 佼成出版社
21 『きみに聞いてほしい　広島に来た大統領』 2016年 徳間書店
22 『サニーちゃん、シリアへ行く』 2016年 自由国民社
23 『パヤタスに降る星～A starry night in payatas~』 2016年 中央法規出版
24 『Life is……人生を彩る幸福のエッセンス』 2018年 中央法規出版

作品No. 作品名 作者 出版年 出版社
1 『世界中のこどもたちが103』 平和を作ろう！絵本作家たちのアクション 2004年 講談社

2 『戦争なんか大きらい！：
絵描きたちのメッセージ』 子どもの本・九条の会 2018年 大月書店

3 『へいわってどんなこと？』 浜田桂子 2011年 童心社
4 『非武装地帯に春が来る』 イ・オクベ 2011年 童心社
5 『京劇が消えた日』 姚紅/中由美子訳 2011年 童心社
6 『ぼくのこえがきこえますか？』 田島征三 2012年 童心社
7 『くつがいく』 和歌山静子 2013年 童心社
8 『さくら』 田畑精一 2013年 童心社
9 『火城　燃える町─1938』 蔡皋文・絵/翱子絵/中由美子訳 2014年 童心社
10 『父さんたちが生きた日々』 岑龍作/中由美子訳 2016年 童心社

11 『とうきび』 クォン・ジョンセン詩/キム・ファンヨン
絵/おおたけきよみ訳 2016年 童心社

12 『春姫という名前の赤ちゃん』 ピォン・キジャ文/チョン・スンガク絵 2017年 童心社
13 『ぼくがラーメンたべてるとき』 長谷川義史 2007年 教育画劇
14 『へいわってすてきだね』 長谷川義史絵/安里有生文 2014年 ブロンズ新社
15 『せんそうしない』 谷川俊太郎詩/江頭路子絵 2015年 講談社
16 『へいわとせんそう」 谷川俊太郎文/Noritake絵 2019年 ブロンズ新社

表1. 本文で言及した葉祥明作品一覧

表2. 本文で言及した絵本作品一覧（葉祥明作品を除く）
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から、平等、自由、平和な世界を構築するため
に、その主人公となる子どもたちに平和といのち
の尊さを伝え、理解してもらおうという、絵本作
家たちの強い使命感が読み取れる。同時代に生き
る葉祥明と彼の作品も、この流れの中で位置づけ
ることができよう。

葉祥明の作品にある世界、宇宙と一体となる「人間」

一方、前述した平和を主題とした絵本と葉祥明
による同類の作品とでは、明らかな違いがみられ
る。「人間」の描き方である。前者では、民族や
人種、国家の存在を前提としたうえで、みな「同
じ空の下」という地球市民的な観念が貫かれてお
り、「人間ありき」の物語の中で、人間としての
喜びや悲しみそして社会性などが絵と文の両方に
表れている。対して葉祥明の作品では、人間はあ
くまで地球上の一存在にすぎず、宇宙という大き
な範疇から地球と人間を捉えようとしているので
ある。星としての地球、そして宇宙に対して、人
間はちっぽけで無力であり、科学や技術などを駆
使して各種の欲望を満たす残酷な生き物である。
しかし人間はまた、自然界を愛し、自然界と通じ
合う存在でもある。葉祥明の初期作品にある数点
の人物デッサン（*8）以外、彼の絵に描かれている
「人間」は、ほとんど空、原野、森、海など自然
の中に埋もれるほど小さく描かれており、表情も
現れてこない。人間の喜怒哀楽は、風景（自然）
と一体化され、風景（自然）の表情（色、形）とし
て表れているのである。
葉祥明は自分の絵画の軌跡を描く画集『The 

Art of Shomei Yoh』の中で「…私達人類が何者で、
この世界、宇宙の根源は一体何か？科学者や哲
学者や宗教家がそれぞれ目指したものを絵画で表
現したい。」と綴っている（表1作品No.18, 20頁）。幼少
時からサイエンスフィクションを好んで読み、更
に20代にヨーロッパの哲学、思想、宗教に触れ
た葉祥明は、それを意識的に自分の作品に反映さ
せているのである。特に「人間」の本質について
の考えは、人智学（Anthroposophie）（*9）やニュー
エージ・ムーヴメント（*10）など19世紀末期から20
世紀半ばに欧米で発展した思想の影響を受けてい
る。紙幅の関係で、これらの思想についてここで

深入りしないが、地球は一つの有機体であり、そ
れを広い宇宙的文脈で捉えていること、人間は、
修行などを通じてより高い次元の人間への進化が
可能であると人智学では考えられている。葉祥明
は、特定の宗教や思想に帰依していないが、個人
レベルの悩みから家庭内暴力、婦女・児童の虐待
ないし国家・民族間の紛争、戦争など、すべての
「悪」の根源が「人間」にあり、それを根本的に解
決するには、何よりまず人間は自身の精神世界を
向上させ、より高い次元の人間になる必要がある
と考えている（*11）。

この人間、世界（地球）及び宇宙に対する葉祥
明の認識が、彼の平和や環境問題を主題とする絵
本作品が「美しく」描かれる思想的基盤となって
おり、「美をもって悪を感化し、あるいは、潜在
的悪を制止する」という画家としての使命感の現
れではないか。この葉祥明のコスモロジーという
べきものは、彼のほかの絵本作品や詩を合わせて
みれば、一層明確である。「生命」や「愛」、「死」
そして「生きる意味」などを問うものや女性や動
物の立場から制作された作品も数多くあり（*12）、

そのいずれも、より高次元の人生、そしてより
住みやすい世界（地球）の構築が目指されており、
これらもひっくるめて初めて「葉祥明の世界」が
出来上がるのである（資料1・2・3）。

では、葉祥明のこのような宇宙観、世界観はい
かに形成したのか。この問題について、以下で
は、彼のこれまでの画家人生を振り返り、彼の生
まれ育った家庭的、時代的背景と結びつけながら
検討してみる。

「世界」への認識の形成

「欧米文明」からの触発

葉祥明の祖父、葉修儀は、1900年頃福建省の
西葉村から日本に移住し、九州一帯で呉服の行
商を生業としていた。その長男である父、菊華
（1914年生）は、1934年に熊本市で中華料理店「紅
蘭亭」を開き、成功する（*13）。1934年に、葉祥明
の長兄祥泰の誕生以降、葉祥明を含め6人（3男3
女）の子をもうけた（資料4）。

日中戦争の戦火が拡大すると、葉家はリスク分
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散のため、菊華一家と修儀は熊本に残ったが、ほ
かは中国に帰った。1944年空襲が始まり、紅蘭
亭が全焼した。しかし、戦後、熊本の警察署の依
頼と計らいのもと、紅蘭亭は海外から引き揚げた
人々や進駐軍に食事を提供する食堂としていち早
く再建され、カボチャを主材料とするチャプスイ
やステーキなど米軍向けの料理がメニューとして
出されていた（*14）。店内では、シャンソンやジャ
ズが流れ、出入りする米軍たちの英語が飛び交っ
ていた。訪れた米軍の常連客はよく「Hello,　マ
マさん」といって、チョコレートをくれた。また、
通販誌『Sears（シアーズ）』や洋雑誌『Vogue（ヴォー
グ）』なども置いていき、それが葉祥明の美意識
に大きなインパクトを与えた。「紙はきれいなの。
真っ白で、艶があって、においがいい。全編グ

ラビア印刷で、クォリティーが高い。自動車から
ブーツ、洋服、食べ物、すべてカラー写真でカラ
フルだった。レーバンのサングラスから、バイク、
自動車すら通販だったことも驚きだった。」（*15）と、
まさに五感を刺激された様子がうかがわれる。
葉祥明兄弟の世界観、人生観の形成に、父菊華

の存在もまた大きかった。菊華は10代の時から、
上海と日本の間を行き来し、アジアに対して「先
進」な欧米文明を体感した。のちに、葉祥明兄弟
に欧米流の教育を受けさせ、さらに一年間のア
メリカ留学の機会を与えたのも、日本以外の「広
い世界」を知ってもらう動機に基づいたものであ
る。12歳年上の兄祥泰がアメリカ留学から帰って
きた時、カバンからさえ「アメリカのにおい」が
したと、葉祥明は回想した（*16）。

左：資料 1. 誰もが小さなブッダになることを説く『リトルブッダ』1996年、佼成出版社。
右：資料2. 死後の世界の物語『ひかりの世界』1997年、佼成出版社。

資料3. 詩画集『Life is……』（2018年、中央法規出版）より。
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このように、「中国的なモノと日本的なモノよ
りは、日々の暮らしに『アメリカ』だけがあふれ
ていた」（*17）環境の中、葉祥明自身も、ごく自然
の流れで、小学校から地元のミッションスクール
に通い、大学卒業後、アメリカに一年間留学し、
「アメリカ」を肌で感じた（資料5）。

一方、熊本での暮らし、中でも父がリハビリの
ために連れて行ってくれた阿蘇の湯の谷のゴルフ
場とそこで遊んだ記憶が葉祥明の自然に対する意
識形成に大きく影響した（*18）。これは、のちの彼
の絵に阿蘇らしい景色がしばしば登場しているこ
とからもうかがわれる（表1作品No.17）。

葉祥明の生い立ちは、明らかに当時の多くの華
僑家庭と違っていた。長兄祥泰以外の兄弟は家業
を継ぐ義務（権利）がなく、各自に生きる道を決
める「自由」があった。これは、父菊華がかかわっ
てきた義理と人情も絡んだ熊本や九州地区の華人
コミュニティにかかわらなくて済むという「自由」
でもある。葉祥明が華僑団体とのかかわりは、高
校生の時に参加した華僑青年の集い（*19）ぐらいで
あった。長兄を除けば、兄弟たちは、華僑ネット
ワークを頼らず、自ら生計を立てる道を探してい
たのであった。
小さい時から絵が好きだった葉祥明が画家を職
業として目指すには、充足な条件が備わってい
たように思われる。ちなみに、1980年代までは、

日本のほとんどの会社が外国籍の者を採用しな
かったため、華僑の進路といえば、家業を継ぐか
医者を目指すかであった。「食べて行けるかどう
かわからない」画家を目指すこと自体、当時の一
般華僑からすれば一種の「冒険」であった（*20）。

「異邦人」としての疎外感

葉祥明は1969年春に立教大学を卒業後、アメ
リカThe Art Students League of  New Yorkで一年
間留学するが、この経験もまた葉祥明に大きな影
響を与えたのである。
まず何より、葉祥明はそれまでに経験したこと

のない「異邦人」としての疎外感を味わったとい
う。日本に生まれ育った華僑三世でありながら、
葉祥明は中国人という意識は特に持っていなかっ
た。小学校の時に同級生から何気なく「葉くん、
きみは中国人だって？」と聞かれ、仲間はずれに
されたようでショックを受けたことはあったが、
葉祥明はそれを友人からの悪気のない質問だと受
け止めて、特に気に留めていなかった（*21）。しか
し、米国留学の際に、「初めて日本の普通の人と
違う経験をし」て、「外国籍ということの意味」に
ついて深く考えたという。当時、まだ中華民国の
パスポートを所持していた葉祥明は、米国留学の
ビザ申請は手間も時間もかかったうえ、日本への
再入国手続きの申請も必要だった（*22）。この経験

左：資料4. 葉祥明一家（1953年頃）　写真提供：葉祥明氏（前列右）。
右：資料5. 少年時代の葉祥明（1955年頃）　写真提供：葉祥明氏。
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から、「（自分が）外国人登録証明証（*23）を常に携
帯することを義務づけられた『厄介さん』で、国
籍、人種という意味でのストレンジャーである。
日本にいながらも『異邦人』である」と感じ、父
親が口癖のように言う「おとなしく目立たないよ
うに生きる」ことの意味をその時に初めて理解で
きた気がしたという（*24）。

渡米後、さらに孤独、緊張と不安に飲み込ま
れそうな日々が続き、「途方に暮れていた」葉祥
明は、自分のアイデンティティ、今後の生き方に
ついて思索しながら、西洋哲学と思想を独学し
た。当時彼が関心を持ったのは、四元素説を唱え
たエンペドクレス（Empedocles）、形而上学を唱
えたアリストテレス（Aristotelēs）、『人間不平等起
源論』や『社会契約論』などを著したルソー（Jean-
Jacques Rousseau）などの哲学者と彼らの思想だっ
た。ほかにも、ゴッホやベートーヴェン、アイン
シュタインなどの芸術家や科学者の生き方にも関
心を持っていたという。また、葉祥明は、小さい
時から冒険ものや探検隊の紀行文、画家、思想家
の伝記などを愛読していたこともあり、アメリカ
滞在中、人類、世界そして宇宙との相互関連に強
い関心を持ち、そして、自分の生き方や役目につ
いても考えるようになった（*25）。

1960～70年代前半の激動する世界情勢もまた、
葉祥明の思想形成に大きな影響を与えたと思われ
る。世界がアメリカと旧ソ連に代表される東西両
大陣営の冷戦状態が続き、ベトナム戦争などの局
地的な戦争も繰り広げられていた。1965年2月に
米軍によるベトナム戦争への軍事介入をきっかけ
に平和運動が欧米に広がり、日本でも「ベトナム
に平和を！市民連合」（*26）や学生団体などの運動
が活発的に展開されていた。これらの反戦・平和
運動に参加こそしなかった（*27）が、人間と世界の
相互関係を思索した若き葉祥明にとって、「戦争」
や「平和」はすでに大きなテーマであった。

画家としての使命感への融合

「メルヘン絵本作家」としてスタート

アメリカから帰国後、葉祥明は「絵本作家」を
生業として目指した。彼の最初の作品はアウシュ

ビッツ、南京、長崎、広島など世界中の悲劇の舞
台になった土地を、少年が花馬車に乗って花を捧
げて歩くというもので、テーマは子どもに「重す
ぎる」という理由で出版に至らなかった（*28）。社
会問題に関心を持つことと、生業として絵本作家
になることが別のものだと気づかされた葉祥明
は、同時代の絵本作家谷内こうたの作品に触発さ
れ、絵本の趣きを変えて『ぼくのべんちにしろい
とり』（1973年、至光社）でデビューした。
以来、葉祥明は、アンパンマンの作者であるや
なせたかしに見いだされ、メルヘン作家として名
を知られていった。子ども向け絵本のほか、彼
のイラストはサンリオからポストカード、レター
セット、タオル、洋食器など人々の暮らしのあら
ゆるところで採用され、幅広い人気を博すること
となった。
世界の「光」の部分を描くことがメルヘン作家
としてのスタンスだと考えた葉祥明は、以来、
「陰」の部分である社会問題に関心を持ち続けて
いたものの、決して絵本の題材にしなかった。

チェルノブイリ原発事故と「社会」に向き合う

絵本作品の制作

葉祥明が40歳を迎える1986年4月26日に、旧
ソ連ウクライナ共和国でチェルノブイリ原発事故
が発生し、彼の絵本作家人生に大きな転機をも
たらした。チェルノブイリ原発事故後、放射能汚
染について日本のメディアでも大きく取り上げら
れ、更に事故発生一週間後に、放射能が日本でも
観測された。サイエンスフィクション（SF）を小
さいころから読み、地球の運命に関心を持ってい
た葉祥明は、チェルノブイリ事件に大きな衝撃を
受けた。絵本『ぼくのあおいほし』（表1作品No.2）と
その姉妹編である『あいのほし　地球黙示録』（表
1作品No.3、以下『あいのほし』）を出版した。それ以後、彼
は、様々な問題解決のために世界を一つの全体と
して捉え、そして世界の一部として自分を位置付
ける必要があるとし、それを絵本作家の役目と結
びつけて考え始めた（*29）。

チェルノブイリ原発事故から10年後、国際NGO 
AAR Japan（難民を助ける会）の会長柳瀬房子か
らの依頼で、葉祥明は絵本『サニーのお願い　地
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雷ではなく花をください』（1996年、自由国民社）
のイラストを担当し、絵本作家として本格的に社
会問題に取り掛かることになった。『地雷ではな
く花をください』は1996年に日本絵本賞読者賞を
受賞し、日本PTA全国協議会や全国学校図書館
協議会などの推薦図書にも選ばれた。のちに続編
や続々編も作られ、計6冊のシリーズ（*30）となっ
た。絵本の売上金はすべて地雷除去活動資金とし
て寄付されている。
のちに、葉祥明はアムネスティ・インターナ

ショナル日本（*31）に入会し、ボランティア活動の
傍ら、社会問題を題材とする絵本創作に精力的
に取り掛かっていった。アムネスティ・インター
ナショナル日本の設立30周年記念に出版された
絵本『ひとりじゃないよ─21世紀に生まれてく
る子どもたちへ』（2000年、金の星社）を筆頭に、
長崎市からの依頼で1945年8月9日の原爆投下と
長崎市民の被爆を描いた『あの夏の日』（2000年、
自由国民社）、東日本大震災で発生した福島原発
事故の後に出版した『美しい朝に』（*32）（2011年、
自由国民社）と東日本大震災そのものを題材にし
た『あのひのこと』（2012年、佼成出版社）など、
戦争や環境破壊、動物・幼児虐待、貧困といっ
た（*33）世界の「陰」の部分も積極的に絵本の題材と
していった。

「醜」を「美」を以て伝え、希望を持たせる

では、葉祥明は子ども向けに、世界の「陰」の
一面をどのように伝えているのだろうか。
チェルノブイリ原発事故に衝撃を受けて地球規

模の問題に取り組んだ最初の作品『ぼくのあおい
ほし』とその姉妹編である『あいのほし』を見て
みよう。『ぼくのあおいほし』は、主人公は放射
能で汚染された地球を離れていくという物語であ
る。蒼い空に緑一面の丘で主人公の少年がひつじ
と遊ぶ和やかな風景が、一たびページをめくると
原子炉と思われる灰色の巨大な物体からモクモク
と煙が出てくる緊迫感のある画面に一変する。最
後に少年が原子炉だらけになった灰色の地球から
去っていく。葉祥明の巧みな色使いで、原発や戦
争などがもたらす悲惨で醜い世界も美しく見えて
しまう。この醜さも悲惨さも「美しく描く」スタ

ンスが、後の地雷除去や原爆などを題材とした絵
本でも引き継がれていく（資料6・7・8・9）。「『美しい』
というのはとても重要なんです。どんなにひど
くて、醜いものでも、美のフィルターを通せば、
「光」として見て、味わってもらえる」（*34）のであ
る。
視覚的な効果に加えて、読者に問題提起をし
つつ、希望を持たせるような物語の構成がもう
一つの特徴である。『ぼくのあおいほし』の姉妹
編である『あいのほし』では、死滅した地球が復
活するという物語となっており、「メルヘン作家」
ならではの宇宙ロマンと希望に満ちた自由な発想
である。さらに『あいのほし』の表紙のそでには、
「愛の星の子どもたちに」と題した詩も載せられ
ており、宇宙の真理と法則にしたがい、地球上の
ほかの生き物とともに生きていく努力が人類に必
要だ、と作家が強く訴えている（*35）。

2000年に長崎市からの依頼で制作された『あの
夏の日』（自由国民社）において、より明確化し
た彼の問題意識とスタンスが窺える。青空に緑の
木々の下で子どもたちが楽しく遊ぶほのぼのとし
た原爆投下前の平和な場面と、オレンジ色の炎に
包まれ死んでいく人々と廃墟と化していった灰色
の町が広がる原爆投下後の酷さが対照的であり、
見る人に強烈なインパクトを与えている。絵本の
後には、資料として付された「長崎市民平和憲章」
とともに、葉祥明による「あとがき」が続く。「戦
争には、人間の知るすべての悪があります…（中
略）核兵器を廃絶し、戦争は二度としない、平和
が一番大切、という気持ちを持ち続けることが、
二度の被爆経験を持つ日本にとって、世界におけ
る大切な役割ではないでしょうか。今、生きてい
る私たちは、美しい自然と、平和な地球を次の世
代に、手渡す責任があります。…（以後略）」（*36）

と、平和の大切さを訴えている。
世界の「陰」の部分は「美」をもって引き出し、
それを地球の未来を担う子どもたちに、より効果
的に伝える。絵本作家であり、「地球」の一員で
もある意識のもとで葉祥明のスタンスと画家とし
ての役割が、ここに明確に現れている。葉祥明の
世界観、宇宙観の確立ともいえよう。
葉祥明の世界観、宇宙観は、彼の人生の各段階
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左：資料8. 『あの夏の日』（2000年、自由国民社）表紙。
右：資料9. 鮮やかでどこか美しい炎が原爆の酷さを語る。『あの夏の日』2000年、自由国民社。原画は葉祥明美術館より提供。

左：資料6. 『サニーのおねがい　地雷ではなく花をください』（2000年、自由国民社）表紙。
右：資料7. 緑と黒のコントラストが地雷の恐ろしさを引き出す。『サニーのおねがい　地雷ではなく花をください』2000年、自由国民社。
　　原画は葉祥明美術館より提供。
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に現れた、家族、米軍客、（国家としての）日本、
アメリカなど様々な「他者」からの刺激が総合的
に働いた結果であろう。「華僑である前に、ぼく
は人間である」（*37）という彼の言葉にもあるよう
に、アメリカ留学の際に民族や人種の違いで覚え
た「異邦人」としての疎外感も、のちに絵本制作
とともに形成し、確立した世界観、宇宙観のなか
に矮小化していき、いつしか絵本作家・画家とし
ての使命感と融合していったと考えられる。ま
た、この世界・宇宙観が「美を以て醜を制す」と
いう葉祥明の絵本作家・画家としてのスタンスを
支える思想的基盤であること、故郷の熊本、特に
彼が幼少時代兄弟たちと遊んでいた阿蘇は終始、
葉祥明の原点であり、彼の絵本や絵画に無限に広
がる世界の中核となっていることも、本稿の考察
で明らかとなった。

おわりに

本稿では、絵本作家・画家葉祥明の社会問題を
題材とした絵本作品に焦点を当てて、彼の生まれ
育った家庭環境、経歴に結び付けながら、彼の世
界観、宇宙観について考察を試みた。作家個人の
素質はもちろんのこと、彼らを取り巻く家庭、社
会、時代が違えば、世界についての洞察力も意欲

も違ってくる。葉祥明の幼少時の体験に加えて、
アメリカ留学をきっかけに味わった「異邦人」と
しての疎外感、孤独と、知識として吸収した西洋
の哲学や思想などが、のちに彼の絵本創作の源と
なり、民族や人種、国家の枠組みを超えた、人間
（生き物）、自然界（地球）、宇宙を有機的な一体
とする葉祥明の世界観・宇宙観の形成にも大きな
影響を与えた。この過程への認識を抜きにして、
葉祥明の作品と彼のコスモロジーを正しく語るこ
とが出来ないだろう。
「子供達は、目的をもってこの世に生まれてき
た。そして、その人生の最初に出会う本が、絵本。
（中略）僕は、絵本を通して、美と夢、愛と思いや
り、平和と祈りの心を伝えていきたい」（作品No.18, 

32頁）と、2010年に出版された画集で葉祥明が綴っ
ている。人類、地球の未来を担う子どもたちに希
望を託そうとしている絵本作家としての責任感と
ともに、自分も含めて人間として生まれた「生命」
が持つ意味をあらためて感じさせられる言葉であ
る。今後、絵本作家・画家葉祥明と彼の作品を日
本や世界における絵本制作という枠組みに置き、
作家の生きた時代的、社会的背景と結び付けた形
で、より多くの作家との比較分析が課題として残
されている。

（ちょう・ぎょくれい／南山大学、文化人類学）

*1 葉祥明美術館館長堀内重見氏よりご
提供いただいた「葉祥明資料リスト」
（2019年10月28日作成）には、これ
まで刊行された葉祥明の絵本、詩集、
画集が488本記載されていた。本文
で言及された葉祥明作品について
は、表1にまとめられている。

*2 谷本誠鋼・灰島かり（編著）『絵本を
ひらく―現代絵本の研究』人文書院、
2006年、1頁より。

*3 葉祥明「インタビュー 絵本作家・
画家葉祥明さん　平和であたたか
くやわらかい世界を」『女性＆運動』
（72）、4-7頁、2001年、葉祥明・菅
原千賀子「こんにちは！絵本作家さ
ん葉祥明　自分らしく生きていこう
よ」『この本読んで！』11（3）、41-45
頁、2011年、葉祥明・三浦正雄「葉
祥明氏へのインタビュー（1）」霊性
（スピリチュアリティ）をめぐって」

埼玉学園大学紀要 .人間学部篇（18）
309-312頁、2018年、葉祥明・三浦
正雄「葉祥明氏へのインタビュー
（2）」霊性（スピリチュアリティ）を
めぐって」埼玉学園大学紀要 .人間学
部篇（19）403-407頁、2019年、小野
明『別冊太陽 絵本の作家たちⅠ』平
凡社、2002年、南谷佳世・柴田こず
えほか『別冊太陽　絵本の作家たち
Ⅲ』平凡社、2005年、南谷佳世・柴
田こずえ『別冊太陽　絵本の作家た
ちⅣ』平凡社、2006年などがあげら
れる。

*4 谷本誠鋼・灰島かり（編著）『絵本を
ひらく―現代絵本の研究』人文書院、
2006年、1頁より。

*5 本稿で扱われる葉祥明およびその家
族についての情報は、2019年2月17
日に葉祥明阿蘇高原絵本美術館にて
館長葉（山）祥鼎氏、同4月16日に紅

蘭亭にて葉（山）祥泰氏、4月22日に
葉祥明資料館にて葉祥明氏、10月29
日に葉祥明美術館にて館長堀内重見
氏に行ったインタビュー及び、その
後電話やE-mailを通じてご提供いた
だいた資料に基づいている。また、
2019年2月熊本での調査において、
熊本華僑総会会長林祥増氏にコー
ディネートしていただいた。この場
を借りて感謝したい。

*6 絵画以外の分野では、例えば草間彌
生がアメリカ滞在中の1960年代、路
上などで即興的なパフォーマンス
を通して、アメリカ社会に反戦メッ
セージを送り、戦争を促進するグ
ローバル金融資本主義を糾弾した。
草間は1977年「戦争三部作」では戦
争の惨さ、愚かさを暴露し批判した
（飯田高誉『戦争と美術－美の恐怖と
幻影』立冬舎、2016年、125–130頁）。
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*7 「世界で反響　“平和”を考える絵本」、
NHK News「おはよう日本」、2020
年8月26日放送。

*8 葉祥明の初期作品やデッサンなど
は、鎌倉にある葉祥明美術館に展示
されているほか、表1(作品No.18)に
もその一部が収録されている。

*9 ルドルフ・シュタイナー（Rudolf 
Steiner）が唱え、創立したSpiritual 
Scienceである。

*10 20世紀後半に現れた神秘主義の流れ
を引いた思想の潮流である。

*11 2019年4月22日に行われた葉祥明氏
へのインタビューによる。

*12 これらの題材の作品には、表1作品
No.5、8、24などがある。また、フェ
ミニストではないが、葉祥明は、適
切な親子関係、そして母親の愛を十
分得られた人は、健全な心の持ち主
になり、他人を愛することができる
と考えている。実家の中華料理店で
働く女性が多く、男尊女卑の現場を
実際見てきたこともその理由の一つ
だという（2019年4月22日に行われ
た葉祥明氏へのインタビューによる）
が、ここでもニューエイジなどの思
想に影響を受けていると考えられる。

*13 2019年2月17日に葉祥明阿蘇高原絵
本美術館にて館長葉（山）祥鼎氏へ
のインタビューによる。

*14 2019年4月16日に紅蘭亭で行われた
葉（山）祥泰氏へのインタビューによ
る。ちなみに、終戦後、海外の軍人の
復員と一般日本人の引き揚げが始ま
り、熊本県にも、19万人超えの引揚
者が流入した。1945年10月5日に、ア
メリカ第2海兵師団第8戦闘連隊主力
凡そ400人が熊本に進駐した。紅蘭亭
は、駐屯地である旧熊本陸軍幼年学
校（現陸上自衛隊第8師団）のすぐ近
くにあり、米軍の利用に便利だった。
チャプスイ（雑砕）とは、アメリカで
広く受け入れられている広東料理の
一つで、肉や野菜などを炒めてスー
プを加えて煮たものである。

*15 2019年4月22日に行われた葉祥明氏
へのインタビューによる。

*16 2019年4月22日に行われた葉祥明氏
へのインタビューによる。「アメリ
カのにおい」とは、アメリカ人が日
常的によく消毒液を使うことを意味
している。

*17 2019年4月22日に行われた葉祥明氏
へのインタビューによる。

*18 2019年4月22日に行われた葉祥明氏
へのインタビューによる。

*19 福建出身華僑による全国的組織、旅
日福建華僑同郷懇親会（1961年成立）

の活動の一環として始められた。京
都萬福寺で行われる普度勝会期間
中、開催された、日本生まれの華僑
青年が親睦を深めることを目的とす
る集いであり、1960年代から1980年
代まで行われていた（張玉玲「在日
华侨同乡意识的演变：以福清籍华侨
的同乡网络为例」《华人研究国际学
报》、第6巻第2期、27-52頁、2014年、
42-43頁より）。

*20 葉祥明氏と同年代の華僑には、画家
という職業に対してこのような考え
方を持つものは少なからず存在して
いる。

*21 一般的にいえば、日本に生まれ育っ
た華僑二世、三世は、日本語を母語
とし、外見上も「日本人」と変わらな
いことから、普段の暮らしの中で中
国人らしき名字が原因で差別される
こともある。実際のところ、同級生
から聞かれた葉祥明は帰宅後母親に
中国人とは何かと問うと、母親も顔
色が変わり、いじめられたのではな
いかと心配したという。2019年4月
22日に行われた葉祥明氏へのインタ
ビューによる。

*22 日本に在住したほかの老華僑同様、
葉祥明も1972年頃日本国籍を取得
するまで「永住」の在留資格を持っ
ていた。再入国許可とは、日本に在
留する外国人が一時的に出国し再び
日本に入国しようとする場合に、入
国・上陸手続を簡略化するために法
務大臣が出国に先立って与える許可
であり、再入国許可を受けずに出国
した外国人は、在留資格及び在留期
間が消滅してしまうため、日本への
再入国は困難となる。

*23 1947年5月2日に公布された外国人
登録令に基づき、日本に連続90日間
以上居住する外国人は、居住する市
区町村にて登録し、外国人登録証明
書の交付を受けること、また外国人
登録証明書の常時携帯が義務として
課されていた（日本華僑華人研究会
『日本華僑・留学生運動史』日本僑報
社、2004年、248頁より）。外国人登
録証明書は2012年7月に廃止となっ
た。

*24 一方、葉祥明は自分の意思で移住し
てきた華僑は、在日韓国・朝鮮人ほ
ど、アイデンティティの葛藤が深刻
ではないという。2019年4月22日に
行われた葉祥明氏へのインタビュー
による。

*25 2019年4月22日に行われた葉祥明氏
へのインタビューによる。

*26 作家小田実氏、開高健氏、哲学者鶴

見俊輔らが結成した反戦運動グルー
プ。

*27 葉祥明の思想形成の時期と重なるこ
の時代の平和・反戦運動とのかかわ
りについて、2020年8月11日に葉祥
明美術館館長堀内重見氏よりE-mail
を通じて返答を得た。

*28 葉祥明「インタビュー　平和であた
たかくやわらかい世界を　絵本作
家・画家葉祥明さん」『女性＆運動』
（72）、4-7頁、2001年、6-7頁より。

*29 70seeds 「絵本作家葉祥明さんインタ
ビュー①「人生を変えたチェルノブ
イリ－」（2015年5月1日）

 https://www.70seeds.jp/youshomei2/
 同②「メルヘンで世界の蛇口になる」
（2015年5月11日）

 https://www.70seeds.jp/youshomei1/
 2020年11月9日閲覧。
*30 表1作品No. 6. 9. 10. 11. 16. 22は
それである。

*31 難民保護や救済活動および人権の擁
護などを国際非政府組織として1961
年に成立されたアムネスティ・イン
ターナショナルの日本支部である。
1970年に成立。事務局は東京に設置
されている。

*32 『美しい朝に』は、1986年チェルノブイ
リ原発事故後に『ぼくのあおいほし』、
『あいのほし』と同時に制作された 
ものである。（葉祥明美術館 https://
www.yohshomei.com/exhibition 
2020年11月8日閲覧）。

*33 同類作品には、表1作品No.7. 15. 23
など多数ある。

*34 70seeds「絵本作家葉祥明さんインタ
ビュー②　メルヘンで世界の蛇口に
なる」（2015年5月11日）。

 https://www.70seeds.jp/youshomei2/
より、2020年11月9日閲覧。

*35 「私たちは　学ばねばならない　宇
宙の真理と法則を　この惑星に住む
　すべての生き物は　私たちの魂の
きょうだいだということ　怒りでは
なく　赦し　殺戮ではなく　慈悲　
収奪ではなく　分かち合い　憎しみ
ではなく　友情　拒絶ではなく　寛
容　批難ではなく　共感　破壊では
なく　創造　そうした心の　子ども
たちが　来るべき　新しい世界　
美しい　愛の星に　住むことを　許
されるだろう」（『あいのほし』（1994
年、偕成社）表紙そでより）。

*36 『あの夏の日』（2000年、自由国民社）
「あとがき」より抜粋。

*37 2019年4月22日の葉祥明氏へのイン
タビューの冒頭に、彼が筆者に語っ
た言葉である。


